
 

高等学校 地理歴史科 

歴 史 総 合 

学 習 プ リ ン ト 

 

高等学校学習指導要領（平成３０年告示）準拠 

 

― 解 答 入 り 版 ― 

 

【 】の中が答え。赤い下じきを当てると消えるので、くり返し確認できる。 

「 発展 」のついた内容は、共通テストの範囲をこえる発展的な内容。 
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 第１章 歴史と私たち 

 

■ １．「歴史総合」がとらえる三つの転換 

「歴史総合」は、近代以降の世界と日本を、次の三つの大きな【転換】としてとらえる。 

・三つはそのままＢ・Ｃ・Ｄの大項目に対応する。 

◆①近代化（１８世紀後半～１９世紀末） 

・産業革命→【機械】による大量生産が始まる。 

・市民革命→【国民国家】の誕生。 

・交通・通信の発達で、世界が一つの【世界市場】に結び付く。 

・日本もその流れのなかで開国し、明治維新をむかえた。 

◆②大衆化（２０世紀前半） 

・二度の【総力戦】を経て、政治から排除されていた【大衆】（労働者・女性・植民地の人々）

が発言力をもつ。 

・【普通選挙】とマスメディアの発達がその象徴。 

・同時に、大衆の支持を背景とする独裁が生まれる危うさも現れた。 

◆③グローバル化（２０世紀後半～現在） 

・冷戦という対立をかかえながら、人・もの・資本・情報が【国境をこえて】大規模に移動。 

・冷戦の終結後、その動きはいっそう加速。 

・地域紛争・格差・環境問題といった課題も地球規模になった。 

■ ２．身近なものから歴史へ 

「歴史総合」の学習は、身のまわりのものごとの由来をたずねるところから始まる。 

◆時間と暦 

・【太陽暦】（グレゴリオ暦）…日本は【１８７２】年（明治５年）に太陰太陽暦から改暦。明

治５年１２月３日を明治６年【１月１日】とした。欧米と時間の物差しをそろえる【近代化】の

一環。 

・【時刻】…定時法の導入と鉄道の開通（１８７２年）が、「分単位で動く」生活をもたらす。 

・【元号】…日本は【一世一元】の制（１８６８年～）。西暦・世紀と相互に変換できるように

しておくこと。 

◆学校・仕事・家族 

・週休制、時間割、制服、教科書…いずれも近代の【学校教育】の産物。 

・「サラリーマン」「専業主婦」という働き方・家族像…【工業化】と【都市化】のなかで２０

世紀に広まったもの。 
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